草津湯ノ沢地区と中里介山「夢殿」 -- 横光利一「馬車」の世界 -- by 高橋, 孝次 & TAKAHASHI, Kouji
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――横光利一「馬車」の世界――
草津湯ノ沢地区と中里介山「夢殿」
高橋
孝次
一
はじめに
「馬車
（
改造』昭
・
）という小説は、横光利一の作品のなか 」『
7
1
、
。 でも地味な存在で
研究において取り上げられることはほとんどない
「機械
（
改造』昭和
・
）によって文壇的な地位を確固たるもの 」『
5
9
、
、 とし
文壇各方面からその動向を注目される時代の寵児であった当時
小説の手法や方法意識も過渡期にあった頃の横光であってみれば、繁忙期に書き捨てられた駄作と片づけられてしまうのも無理はない。横光利一自身
「馬車」について後年、その作意と執筆時の心境を、次 、
のように述懐している。
「馬車」では、実はそれぞれ絶望した人間の蠢く姿を、山野の中に放つて描かうとしてみた。わが国では、絶望をした人人の心は自然の中で手易く憩ひ、ふたたび希望をふき戻して生活することが出来る。これはその風景の一つである。私もまたこ 作でしばらく休息をしてみたことを思ひ出す
（横光利一「解説に代えて 。
（
） 」 『
』
、
、
） 二
新日本文学全集
横光利一集
所収
改造社
昭
・15
3
ここでは、都市の近代的な生活に絶望した人々と、それを癒す温泉
場や山を擁する自然の豊かさという単純な二項的対比が持ち出され、
作者自身「この作でしばらく休息をしてみた」と語られる。ある意味では、時代精神を鋭敏に察知し、関東大震災後の時代の雰囲気を新しい都市感覚で切り取ってみせた新感覚派時代から、プロレタリア文学陣営と論争を交わすなかで、近代化が否応なく人間を引きずり回し、押し流していく様を心理の綾から描き出そうとする心理主義 へと移行し、日本の伝統の再発見、日本への回帰へと変化 いく横光の軌跡の過程を示唆する 分かり易い証言 はあろ 。先行研究においても
「馬車」の作品構造を「都市」と「農村」との対比によって読 、
み解こうとする議論はある。
横光は「馬車」で、都会と農村との対比において作品世界を構築しようとしていた。自然科学の進歩にともなう近代的価値観によってすべてのものと対峙していこうとする都会と、温泉場に集ま
、
、
、 ってくる
精神的
肉体的に病んだ人々をあたたかく受け入れて
ともに暮ら ていこうとする昔の村落共同体のよさを持った農村との対比である。しかし、横光は、心を病んだ人々や夢殿村を守っていた農村が
〈電車〉の開通にともなって、つまり都会的価 、
値観の流入にともなって昔の村落共同体の寛容さを失っていく姿を描こうとする
（玉村周「横光利一「馬車
「舞踏場」――作品 。」
の流れの中で
『蟹行』
号、平
・
『横光利一――瞞された 」、
4
2
5
者――』所収、明治書院、平
・
）
18
6
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だが
「馬車」を「都市」と「農村」の対比において読み解くにし 、
ても、テクストのなかには「都市」に関する記述も「農村」に関する記述もほとんどない。作品の舞台となる、主人公由良が「脳病」の療養のために訪れた山中の温泉は
「自分のやうに温泉の効能をききつ 、
けて集つて来てゐる頭の悪い病人たちで満ちてゐる」と語られるような、異質で境界的な場とさえ言える。温泉と交渉のある夢殿村も、後述するように
「農村」と類型化して呼びうるような共同体では有り 、
得ない。こうした「都市／農村」と う対比構造を読み取る議論は、
、
。 横光の後年の述懐や
年譜的な変遷を重く見すぎているきらいがある
「馬車」の結末は、馬車に乗って夢殿村へ帰ろうとする花江に対し
て、東京へ戻ることを告げ にも関わらず、由良は馬車で走り去る花江を見送りながら「もうおれはどう藻掻かう 、花江から放れること
ママ
がとう い出来さうもないと強く思 た」ところで幕となる。この花江への執着の絶望的な色合 は 全く別の視点 検討しなければ理解できないのではないか。
そのほか、前後の横光のテクストのなかに位置付け直して
「一文 、
が長く改行が少ないというスタイルを取っており、その意味で以前に書かれた「機械
「時間
「悪魔」などの延長線上に位置付けることが 」」
可能である」とし
「横光が「心理主義文学と科学
（
文学時代』昭 、
」『
・
）の中で説いた「新しい心理小説」としての「純粋文学」との
6
6
関連を視野に入 て考察するこ も可能」だと指摘する提言もある。
（１）
また、深刻な不況下にあった同時代に特徴的な移動＝拡散現象を反映したテクストであり、当時の横光の方法的な実験の多元的 ベクトルをも不整合なまま抱え込んでいたが故に
批評の対象になり難い
外 「
」 、 「
部からのロマン化や意味化を拒絶するようなテクストなのだ」とする
（２）
論文もある。
、
「
」
、 しかし
横光の
馬車
が持っていたはずのきわめて時事的な問題
「癩病」患者の村としての「夢殿村」 俎上に上げる言及が、ほとんど皆無であるのはなぜなのだろうか。
ここで敢えてこのように問うのは、決して横光のハンセン病に対す
る無知と差別意識を、時代的制約を横に置いて指弾しようとい のではない。確かに「馬車 記述は
「癩患者達」への謂われのない恐 、
、
。
、 怖や差別意識で彩られ
彼らの側からの視点を一切欠いている
だが
「馬車」と うテクストの持つ
「脳病」を患う人々が集う「山中の 、
温泉」と
「癩患者達」の「夢殿村」と、そ 両方を往き来する存在 、
としての花江、 い 「病」を軸にした小説構造を無視することはできない。
本稿では、これまで過渡的なテクストとして単独では研究 対象に
なってこ かった について分析し、横光 観念 ・類型的なハンセン病への理解を批判的に検討しながらも、横光が常に自ら 小説において、主題 追求し 描き続けた自意識過剰の顕れとしての「脳病」に、なぜ「癩病」を対置したのか、その方法意識との連続性から考察する。そして、そのような問題意識を引き出した時代 要請をも視野に入れ がら
「馬車」が示す可能性と限界を探ることを 、
目的とする。
そのためにまず、同時代の反応を掘り起 すことから論証を始めた
い。
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二
同時代評の再検討
横光自身による述懐を信じるならば
「馬車」の執筆は、まるで息 、
抜きのようでもある。
しかし、当時の文壇では、総合雑誌の創作欄、とりわけ『改造』の
創作欄は
『中央公論』の創作欄に次ぐ、文壇のもっとも華々しい檜 、
舞台であった。その上、新年の創作特集号ともなれば、総合雑誌毎年恒例の看板企画である。巻頭を飾 となればなおさらで
『改造』と 、
『中央公論』を二つながらに制した が「馬車」 「舞踏場
（
中央 」『
公論』昭
・
）の二作だったのである。そう考えると、いかに横光
（３）
7
1
利一とはいえ、小説の出来不出来はともかく、文壇での注目度や作者への重圧も常ならぬものがあったとしても不自然ではない。
そして実際、同時代評をつぶさに見れば、横光の「馬車」は、否定
的な評価が多い のの、さまざまな場所で言及されているのが確認できる。まず『時事新報 昭和六年一 月二〇日付「
改造』新年号 『
広告」には
「天刑病村に近き野天の温泉に浸る男の怪奇な経験と純 、
真な恋愛心の分析。横光独特 重厚無比八十枚の大作」という宣伝文句が見える
「天刑病村」という語が冒頭にきていることにも注意を 。
払っておかなければ らないだろう。また 発表後のもっとも早 反応では
「横光利一の「馬車」はおもしろい。そして幾分か退屈だ。 、
木枯の中に消えて行く夢幻的な馬車の空想 すばらしい。が、あの無意義な「八卦」の冗舌を、何か深刻 意味で あるやうに、暗い眉をして考へこまうつていふアンポンタンが、現在の日本に一万三千七百人程ゐるやうだ
（無記名「豆戦艦「新年の雑誌
『改造
『東京朝 。 」
」
』 」 、
日新聞』昭
・
・
）と、横光の影響力の強さを揶揄し、横光の力
6
12
25
量と
「馬車」の力みと空転を捉えている。そのほかにも
「横光氏の 、、
作品なども、作者の努力は感ぜられるのであるが、悲しいことには文学といふものは、バカ力さへ出せば、それでいゝ作品が書けるとは決つてゐな のである
「馬車」など、文学作品としての描写といふよ 。
、
。 」 （
「
」 『
』
） りも
観念的遊戯である
ＸＹＺ
文芸ノート
新潮
昭
・7
2
といった否定的な見解が散見される。
そして当時の同時代評のなかでも
「馬車」についてある程度まと 、
まった議論がなされたのは、や り文壇 権威であった新潮合評会の場であった。久保田万太郎・岡田三郎・雅川滉・上泉秀信・小林秀雄・尾崎士郎・平林たい子・中野重治・春山行夫・中村武羅夫 十名による「新年の創作を中心として
（
新潮』前掲）では、この月に発表 」『
された作品のなかでは、も とも注目を集めた小説であったこと、しかし「馬車」の描く世界が抽象的・観念的でリアリティに乏しく、作者の作為が先行して、人間が描けていない う評価が読者に共有されていることがわかる。
、
、 例えば
雅川は人間のある性質を取り出してきて書く横光の小説は
人間全体を書き得ておらず、そのようなものは文学では い 論難しているが、尾崎はそれに半ば同調しつつも「今日、横光くんの文学が文学でないといふと、不穏当に聴えます」と語っていて、あ かも横
「
」
「
」
。 光の
文学
こそ当時のもっとも規範的な
文学
であるかのようだ
批判の的となりな らも問題提起的であった横光の立ち位置 存在感の重さが浮かび上がってくる。小林秀雄 よる絶讃だけでなく、プロレタリア文学陣営からも高い評価を得た 機械 以後 横光の方法実験の展開を、多くの作家が注視していたことは間違いない。
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さらにここでもう一つ押さえておきたい点は
「馬車」というテク 、
ストが、横光独自の作為が先行する観念的な結構を持った小説であるというだけでなく、かなり奇抜な主題を扱っていることへの違和感が表明されていることである。中野重治は
「横光といふ人は、特別な 、
ものを追求して行つて神秘的 所に来て居るのぢやな か。結局、非常にエキセントリックの所に嵌り込んでしまつて、結局、抜けられないのぢやないか。もつと 平凡に普通のものを普通に見て行く方が――今までの横光といふ作家は斯ういふ作品だといふ風に一般読者の方で決めない方がいゝぢやないですか
と苦言を呈し
小林秀雄も
僕 。 」
、
「
は、横光さんといふ作家くらゐ、非常に野心と誠実 、あんなに奇妙にこんがらがつてゐる人はな と思ふ。それだ ら、何か新しい――つまり野心的な新し 作品を求めるやうな今の時期は、完璧な味の作品といふものは、 か
出ないのですね
」と、中野と同様、も
く
。
う少し普通の、当たり前の日 世界 描くこ を横光 小説に求める発言をしている。
中村武羅夫も
「我々普通の読者」が「馬車」の世界にいかなる繋 、
がりを求めたらよ のか分からないとその非日常的 舞台設定に困惑を示している。唯一、春山行夫は
「構成に於ても「機械」は独語体 、
になつて居るが「馬車」はそれから又一つ先へ出てゐる」 その方法的実験の痕跡を読み取り
「それのみでなく、なんか今までになかつ 、
たものを書くとか、それから心理の世界でも、今まで誰も手を付けなかつたやうな領域をその儘リアリステック 追究して行かうと ふやうな試み」を「馬車」の上に見出している。春山 議論はやや好意的だが、非日常的な舞台設定や奇抜な主題を選びとろうとする横光の方
、
。 「 「
」 法的実験の企図は
おそらくそうしたところにあっただろう
馬車
の世界は、横光氏が一年に一つづゝ位出して見本にして行かれる作品の作為の世界で、傍で心配するやうな現実的な世界の問題でないと思ふ
」という春山の言葉は、横光の小説が持つ可能性に期待する唯一 。
の建設的な議論だといえる。
狂気と正気の狭間で空転する自意識の軋みに苦悩する人物を、さら
なる絶望に身を浸している人々のあいだへ放り込み、そこでどのような心理が展開されるのか、横光は箱庭を見下ろすよ に眼を凝らして「馬車」の世界を描いた。そして、当時もっとも絶望的な世界として
「
」
、 「
」
。 横光が
馬車
に描き込もうとしたのが
癩病
患者の村であった
だが、奇抜 主題として暗に示されるのみ 同時代評のなかにも、それについての言及は全く見あたらない。ここにハンセン病問題へのタブー意識の強さを感じ ることも可能だろう。
あとで詳しく述べるように、国家 国民が一致してハンセン病患者
の絶対隔離政策を推進していくことになる一九三〇年代に、強力な差別意識が複合的に形成されていく。獄中でハンセン病に冒されながら非転向を貫く左翼の闘士への畏怖と讃歎を描いて島木健作「癩
（
文 」『
』
）
、
、 学評論
昭
・
は好評を得たが
自らの療養所入院体験をもとに
9
4
絶望のさなかで苦悩しながら再び生きることを選び取る姿を、患者側の心理からリアルに描いた北条民雄「 のちの初夜
（
文学界』昭 」『
11
・
）の衝撃まではまだ遠く、その後戦時下の小川正子『小島の春』2
（長崎書店、昭
・
）のベストセラー、昭和一五年の映画化へと至
13
10
る。こうしたハンセン病と隔離政策と文学における主題化の流れかに
「馬車」を置いてみることも可能ではないだろうか。 、
次節では
「馬車」の成立の経緯やプレテクストを検討するととも 、
に、執筆時のハンセン病政策に関する時代的背景をも視野に入れ 、
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「馬車」というテクストを再検討していきたい。
三
成立背景・プレテクスト
「馬車」の登場人物には、作品の舞台同様、温泉地を思わせる名前
が多い。主人公の由良は横光自身も縁のある山形県の由良温泉、占筮の先生で花江の父親である古奈教授の名は、伊豆長岡の古奈温泉、天理教信者で男色の気のある鳥羽は、三重県の鳥羽温泉を思わせる。横光利一は
「春は馬車に乗って
（
女性』大
・
）で最初の妻キミ 、
」『
15
8
（死後入籍）を葬送した ち、昭和二年に再婚した日向千代の実家、
ひ
な
た
山形県鶴岡で滞在する機会が次第に増えていく。それは横光の健康上の理由もあり、昭和三年八月、昭和
四年八月、ともに山形県温海温泉
に一ヶ月滞在し、翌昭和五年五月、痔疾のため入院 同七月に、山形県由良温泉に滞在していることが書簡などから確認できる 昭和六年
、
、 八月にも横光は山形県由良に滞在しており
温泉地の叙景に関しては
日向家のある山形の温泉地が下敷きになっている ではなかろうか。
由良という名前は温泉地のみに由来するのではなく、モデルの存在
がすでに知られている。横光の上野中学時代の上級生で、その後も長く親交をもった
『旅愁』の矢代のモデルとしても知られる哲学者・ 、
。
、 「
」
、 由良哲次である
由良哲次は自身
馬車
のモデルとなったと語り
古奈教授のモデルの存在も指摘している。
横光とは、中学で私が上級だったが、弁論部などでよく気が合って共に活動した。深く知り合ったことが因となって、彼は私をた
びたびモデルにして書いた
「馬車
「悪魔
「時計
「機械」など 。
」
」
」
で、私を実名のまま書いた。晩年の作「旅愁」にも、熱情的で議論好きな神道主義の青年を叙しているのは、多分に私である。
「馬車」という小説は、老いて病弱になられた温厚な老学者と
由良という青年との物語である。これは横光自身が告白していたように、その老先生は、当時 上野中学の歴史担任の佐々木彌四郎先生を叙しているのである。佐々木先生は、伊賀考古学の草分けというべき人で、率 して「伊賀史談会」を起こされて、多くの地方史研究者を育 られた
由良哲次
横光利一の青春碑
中 。 （
「
」 『
日新聞』昭
・
・
）
51
9
16
由良哲次は、昭和六年四月に留学していたドイツより帰国、六月よ
り東京高等師範学校教授に就任しており、この頃に横光からの由良哲次宛書簡も存在しているが
「馬車」においては、名前以外で由良哲 、
次が作品にモティーフを提供しているかといえば、疑わしく、より多くを横光自身に拠っていると思われる。古奈教授のモデルと指摘される佐々木彌四郎 関しては、横光自身の回想も存在するが、右の証言
（４）
以上の根拠はない。
横光は、創作上の主題としてではなく、実際に「頭の病気」に悩ん
でいた。昭和六年五月二八日消印の堀辰雄宛書簡には、次のような記述がある。
今は午後の二時で、もう僕の頭はこれから四時間ばかり全然役に立たなく悪くなりますから此のあたりでやめます。私が人に逢ふのは、たいてい、此の頭の一番悪い時間にば り逢ふので、私を
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皆の者は非常に阿呆だと思つてゐるにちがひないと思ひます、ところが、私はもうすこし、頭が廻るときには賢い。
、
「
」 ここには多少の戯けもあろうが
他の書簡でもしばしば
頭が悪い
という症状のほか、痔疾、リウマチ、疲労などの不調を訴えている。そして
「馬車」発表二年前に、横光は「枕
（
サンデー毎日』昭 、
」『
5
・
・
）というエッセイともフィクションともつかない小文を発表
1
1
している。
私は頭の病気になつた。悪くな
り出すと頭は加速度的に悪くな
り出す。これは頭の一つの特徴だ、とさう博士が私に話したことがある。例へば私が町を歩く。自分が町のどこへ行かうかと考へる。すると、もう君の は 層悪くなつてゐるのだと博士はいつた。――
この冒頭は「馬車」にそのまま使われており、また同様の内容は、
「
」 （ 『
』
）
、
「
」 青い石を拾つてから
時流
大
・
にも見られるが
この
枕
14
3
という小文には、すでに武下氏が指摘している通り、脳病 湯治のため山中の温泉へ向かうという
「馬車」のモティーフとなった挿話も 、
綴られて る。
「私は友人の薦めで頭に効く山中の温泉場へ」行くのだが
「そこ 、
には頭の悪い者ばかりがうじうじ 集まつてゐた
。そうして「頭の 」
悪い者」同士で話をす から「自然 また私は、終日ここでも自分の頭の悪 ことばかりを考へて暮 さなければならなかつた
。そこで 」
友人になった男から、自分に合った枕をしてい いから、頭が悪くな
るのだと聞いて以来、枕のことばかり気になるようになる。だが、それは
私
だけでなく
温泉場にいる
頭の悪い病人
たちは皆
殆 「
」
、
「
」
、 「
どことごとく同じ枕の話」を聞き
「枕に追つ馳けられ
「ますます 、
」 、
不思議な頭の作用で頭を壊していつてゐる」のだという。
この「枕」の話をする温泉場の友人が
「馬車」の天理教信者鳥羽 、
のモデルであることは明らかである
「頭に効く山中の温泉場」に集 。
まった「頭の悪い者」同士で枕の話が伝染し、次第に枕に追いかけら
、
「
」
「
」 れ
さらに頭を悪くしていくという
馬車
へも一部採用された
枕
の筋は
「機械」などで見られたものに近いといえるだろう
「馬車」 、。
でも鳥羽の言葉に由良は振り回されるこ になる。しかし
「枕」の 、
時点では
「馬車」の世界を特徴づける「癩患者」の村も「占筮」の 、
要素もない。
四
夢殿村と湯ノ沢地区
夢殿村のモデルに関しては
「各地方ニ於ケル癩部落、癩集合地ニ 、
関スル概況
（内務省衛生局、大
・
『編集復刻版
近現代日本ハ 」
、
9
6
［
］ 』
、
、
） ンセン病問題資料集成
戦前編
第二巻収録
不二出版
平
・14
6
で見ても、山形には集合地はあって 部落 存在は確認 きない。そ
（５）
もそも、夢殿村の内部に視点を置いたテクスト内の叙述はほとんどなく、横光が実際に湯治をした山形の温泉地とは切り離して考えるべきであろう
「馬車」のなかで、夢殿村は次のように描かれる。 。
彼の話によると、不幸な夢殿村には商店もあれば旅館もあり、労
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働者もゐれば音楽団もあるが、皆温泉を中心にして同病のものばかりから成つてゐて、結婚も彼らの間で行はれる習慣だから、ぼろぼろに朽ちた枯葉の中から若芽の燃え出たやうに新鮮な子供達も飛び廻つてゐるといふ。それに村と外部との交渉も軽症患者や全治者などがすることになつ ゐるから、すべてがうまくいつていゐるのだとのことであつた
（
馬車
） 。「」
この叙述を読むかぎり、夢殿村ではハンセン病患者らによってきわ
めて良好な状態で自治がなされているが、説明は具体的で、自治の仕組みや外部との交渉など、モデルとなる共同体を知らなければ、なかなか書けないものではないだろうか。そして、この時代にこのような温泉地を中心として良好な自治が実現 ハンセン病患者の共同体と れば、モデル なりうる場所は一つしかない。草津のハンセン病自由療養地「湯ノ沢地区」である。
日本のハンセン病に対する差別意識は、その症状の視覚的な特徴が
宗教観などと絡みあって古くから存在して たが、近代においては、国家政策と不可分に結びついていることはす によく知ら 。森修一「草津湯の沢ハンセン病自由療養 研究（Ⅰ
（
生物学史 ） 」『
研究』平
・
）の記述に従えば、明治四〇年には
「浮浪するハン 、
15
6
セン病患者の収容を目的とする法律第
号「癩予防ニ関スル件」が制11
定され、浮浪する患者の収容が進むと共に ハンセン病 強力な感染症であるという宣伝がなされ」ていった。また、大正五年に 「療養所所長に懲戒検束権が与えられ、収容患者への懲罰が法律のもとで認められた。この中で、強力な感染症としてのハンセン病認識、ハンセン病者の「犯罪者観」が形成され、ここに「遺伝説
「天刑観
「ケ 」 、
」 、
ガレ観」などの旧来のハンセン病観が加わり、患者に対する複合的差別意識が形成されていった」という
「感染症」としてのハンセン病 。
の喧伝は、遺伝や血筋の問題、そして を前世の業の顕れと捉え 仏教的な因果応報説を解決する方向へは向かわず、全く逆に差別意識をより複雑で複合的で強力なも とすることに寄与してしまったのである
「この結果、絶対隔離政策は国家のみならず国民の支持を受けて 。
進行し、一九二九年（昭和
年）に始まる「無癩県運動」を生み、一4
九三一年（昭和
年）には「癩予防法」が制定され、ここに日本のハ6
ンセン病政策は、全患者を対象とし、強制収容、生涯隔離、断種を含んだ絶対隔離政策へと変化していった」のである。
「馬車」が発表されたのは昭和七年一月
「癩予防法」の制定とと 、
もに、各家庭で療養をする患者をも療養所に強制収容し、患者を匿う家族に対してまで拡がっていく差別意識は
「無癩県運動」によって 、
猛烈に加速していく時期であった
「馬車」の執筆時期に重なる昭和 。
六年十一月 は 日本 最初の国立癩療養所として、岡山に長島愛生園が開設され、草津では栗生楽泉園の工事が始まる。まさにハンセン病の強制絶対隔離政策が推し進められるのにともなって、ハンセン病への差別意識がもっと 高まっていく時期に
「馬車」は書かれてい 、
るのである。
では、湯ノ沢地区とはどのような場であったのか。森氏によると、
草津の「温泉街は町の高台にあり、町民もそこに住んで た 、草津町は一八八七年（明治
年）に下流の湯の沢にハンセン病患者の自由20
、
（
） 。 療養区を設定し
患者とその家族の温泉街からの分離を行った
中略
これが湯の沢部落の始まりである。そこでは相愛互助の精神にもとづく自治が行われ、患者たちは家族的な生活を営み、納税の義務など
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果たしていた」という。下流への移転・分離は、病に薬効があるとされた「御座の湯」が利用できなくなることを意味するだけでなく、川の下流には糞尿汚水も流されていたため、明らかな患者差別の政策であったが、これに患者達は怒り、徒党を組んで役場に押しかけ、新たに湯を引いて「御座の湯」を作ることで解決したという。このエピソ
（６）
ードは
「馬車」のなかでの電車問題をすぐに想起させる
「夢殿村の 、。
近くの町に電車がもう直ぐ開通するのであるが、夢殿村の患者やそ村へ行くものは乗せないことに決議したため、村の患者達は代表 送つて町の理事会と交渉を重ねてゐる」のだが
「あまり町の理事が頑 、
強に反対し続けた で、たうと 夢殿村 患者達は結束して町へ乗り込み、その理事の家へ押しかけて つ ところが、理事は勿論、警官達も手で患者達をとめるわけにもいかず、まアまアといふことに つ
」
、
。 てめでたく話はその場で解決した
という話は
非常によく似ている
病院や療養所でのように一方的に隔離・管理されるのでなく、湯ノ
沢地区のように温泉旅館などを中心 男女間の結婚も許され、自由な雰囲気で生活できる場はほかになかっ 。ハンセン病 対する隔離政
、
、 策が国家規模で推進され
国民に受け入れられていく時代のさなかで
「湯の沢はハンセン病患者とその家族が唯一、人間としての尊厳と自由の中で生きられる場所 あった。 れ故に、多く 患者が草津を目指し、名望家たち、宗教家たちが湯の沢に集い、彼らの団結と努力が湯の沢に自由と自治を育んでいったのである
（森修一、前掲
。 」）
したがって、ハンセン病自由療養地としての草津湯ノ沢地区をモデ
ルとして夢殿村を描いた「馬車」には、横光のきわめ 時事的な問題が含み込まれているといえるのではないか。しかし こにはやはり避けがたい隔離意識が書き込まれている。
なるほど自分も夢殿村をあれほど恐れたところから考へても、町のものの恐れるのも、恐れることだけならそれは伝統として無理はないと由良は思つた。しかし、このあたり一帯の天然の持つ特長のうちで、他の地と一番違つて優れた特長といへば、夢殿村の多くの患者達を収容させ得られるといふ にちがひないのだから、その優れた特長を助けずして土地に電車を通じさせる いふことは、それは天然自然 意志に反す ことだと由良は思つ 。（
馬車
） 「」
由良は、近代的な都市の生活に疲労し、病を得て、自らは自然のな
かに心身を癒しに来ているにもかかわらず、患者達を夢殿村に収容・隔離することが「天然自然の意志」であるかのように語ってしまう、自然を都合よく解釈するエゴイズムを抜きがたく持っているのである。
しかし、良好な自治を保っていても「癩病」患者に対する差別意識
を隠そうとはしない「馬車」というテクストのなか
「癩患者」の 、
村が「夢殿村」と名付けられているのはなぜだろう 。そこにはハンセン病や湯ノ沢地区をモティーフ してテクストに取り込もうとしたのと同様の、常に時代 切り結ぼうとす 横光の時事的なまなざしとともに
「癩患者」の村をテクストのなかでどう位置づけようとした 、
かという問題を解く鍵が隠されているよ に思われる。
五
中里介山『夢殿』
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夢殿は、法隆寺東院の八角形の本堂で、救世観音を本尊とし、聖徳
。
、 「
」 太子との深い関わりを想起させる建築物の名である
そして
馬車
発表時の読者の意識を考えれば、まず最初に浮かんでくるのは、第一次百円札日本銀行兌換券の図柄である。初めて発行された百円札の図柄が、実は聖徳太子と夢殿のものであり、これが発行・流通し始めたのは、昭和五年一月からであった。こののち、聖徳太子の図柄は日本の紙幣の常道として長く定着していくことにな 夢殿という語は、日本古代に繋 る聖なる刻印を象徴する った。
だが、もう一歩踏み込んで検討する
ならば、夢殿という語だけでは
なく、その語の背後に拡がる物語をも吟味しな てはならない。中里介山が研究を重ね
『大菩薩峠』よりも自信を持って書いたという小 、
説『夢殿
（春秋社、昭
・
）である。 』
4
12
中里介山「夢殿」は、大正 〇年一月
『日本及日本人』に発表さ 、
れた。昭和二年五月、新たに次号からの連載の予告として
『改造』 、
に「創作「夢殿」について」を発表
「夢殿」本篇は翌月から同年八 。
月まで三回連載された
『改造』九月号での四回目の連載は、内務 、
省命令 より掲載禁止処分を受け、全文削除（実際には印刷された雑誌からの切取処分）を受け 。崇峻帝 弑逆を描いたことで
「古事 、
記、日本書紀などを参考し、想像 逞うして、皇室のことを抒するは皇室の尊厳を冒涜する畏れあり」との通告を受けたこと よる。その
（７）
「
」
、
『
』
。 後
夢殿
は
昭和四年一月から六月まで雑誌
祖国
で続篇を連載
昭和四年一二月、結末の三章 加筆 て、春秋社より単行本『夢殿』として刊行された。
（８）
馬車
が発表された雑誌は
夢殿
が全文削除処分を受けた
改 「
」
、 「
」
『
造
であり
横光が意識しなかったとは言えまい
また中里介山の
夢 』
、
。
「
殿」を読めば、夢殿は単に聖徳太子が支配する聖なるトポスとして描かれているわけではないことが分かる。
夢殿は殿下が真理の探究所でもない、慰安の隠れがでもない、祈りの聖壇であると、現実の世では祈つても聞かれないことが、あの夢殿の中での殿下の御祈りであると……彼処に於て、有ゆる人間苦を集めたる殿下の御祈りがある。従つて有ゆる人間の受くる罪業の贖となつて天上に絶叫さるゝ聖者の声がある――夢の甘美なる想像に耽つて休息の安楽なる三昧を貪 輩の到底
うかゞひ.
知ることの出来ない苦き杯を、有ゆる人類に代つて、受けては飲み飲みては祈り給ふ救世者の聖壇が彼処だ――（
夢殿」九） 「
介山の「夢殿」では、聖徳太子の相貌はキリストにも比定される存
（９）
在であり、その神秘の源として夢幻世界を司る夢殿が描かれる。夢殿は「有ゆる人間苦
「有ゆる人間の受くる罪業」の贖いが行われる苦 」 、
悩、絶叫の聖壇であり、耐え難い受苦があってこそ、それ 反転させて聖なるものへと変換するトポスとして、描かれているのであ 。聖徳太子が民に与える聖なる施政の源に、もっとも激しい苦痛が、聖徳
、
、 太子の贖いをとおして
もっとも神々しい聖性へと転換する場として
夢殿があったのである。
「夢殿」結末部分では、蘇我家に対する危機感を抱き、かつて物部
守屋を討った丙毛槐林 太刀を所望する山背王子を伴って、聖徳太
ひようもうかいりん
子は夢殿に入定。初め 夢殿の内部が描かれるが、そこでは業火の中で上宮王家の滅亡する未来図 展開され 。
夢殿は聖徳太子という贖いの身体を介してはじめて、あらゆる「人
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間苦
「罪業」を集めて祈る「救世者の聖壇」になりうるのであり、 」 、
山背王子の視点から見れば、一族滅亡という呪われた運命の未来図さえ垣間見える混沌と絶望の異世界なのである。
夢殿村の背景に介山の「夢殿」を重ねるとき、夢殿村の意義も自ず
と変わって見えてくる。介山の「夢殿」における夢殿が混沌と絶望の異世界であるならば、横光の「馬車」における夢殿村は絶望にうちひしがれた恐ろしい病者たち 住まう異世界であろう。
皆だれも彼も、世の中で一番不幸なものばかりがゐるのだから、今までより不幸なことといつては、もうこの世には存在しないのだ、一番人の恐れる死ぬといふことだつて、あの村の人にとつて
、
、 はそれは生きてゐることよりも良いことなんだから
ああなれば
もうわたしの易も一層何の役にも立たなくなる。どんな悪卦が出ようとも、あそこの にとつちや良いことばかりなんだから、いや、あれこそまことの天国と いふべきものだらう。つまり、神秘そのもの はあの村 ことだ
（
馬車
） 。「」
「馬車」では、このようにもはや運命に惑わされることのないほど
の、不幸のどん底の絶望が漂う場として夢殿村が描かれているが、これ以上ないという絶望 なかではじめて
「考える」という自意識の 、
桎梏から解き放たれる契機を見出すというモティーフを、横光は盛んに描いている。とりわけ『上海』最終章（
春婦――海港章
『改造』 「」
昭
・
）のなかの、貧民窟で汚穢船に突き落とされた元銀行員の参
6
11
木が、そこで売春婦の境涯に身を堕としているお杉を訪ね
「あんた 、
はもう何も考へちゃ駄目だ
」といってお杉を抱く場面などがその典 。
型である。
「夢殿」では絶望や苦悩を聖なるものに転ずる聖徳太子という存在
がいた。それでは
「馬車」において絶望を聖なるものに転ずる聖徳 、
太子はだれか。まず花江の存在が想起されるが、花江はしかし、理不尽な運命や苦悩を引き受けながら、それを聖徳太子の如く祈りに転ずる力を与えられてはいない ではその祈りに代わ ものが、古奈の教える占筮であろうか。だが、由良はもっとも重要な我が身 運命について、占筮 行うことができ 。つまり、由良は花江との結婚を夢想しながら、それに起因する避けがたい苦悩や罪業を自ら引き受けようとはしないのである。聖徳太子のような超越者が不在の世界で、由良はただ、花江にそうした聖なる存在 仮託しようとしながら、花江との結婚がもたらす絶望を受け止めら ず、自らは自意識 空転の果てにある思考停止のエアポケットの かで立ち止まらざるを得 い。そして、そのような思考停止状態に横光 自意識の小康と小説の可能性を見 いた節がある。この「考へない」というモティーフについては、すでに山本亮介氏の指摘がある。
（１０）
（横光の昭和四年から六年の――筆者註）諸作品は、より緊密な空間において関係性の葛藤を表出し、心理の動きと人間の運命とを凝縮して捉える試みであったと概括できる。そこでは
（中・ 、
長編においては主に恋愛・結婚をめぐる）不分明な他者関係において迷妄に陥り、自らの行為の善悪・方向性を決定できぬまま制御不能になって く自意識を持て余すことで、最終的に、その思考・判断を停止する（
考へない
）ことになる人間の内面が描か 「」
れていた。
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「馬車」の言葉で言えば
「頭の悪い部分で自分の頭の悪い部分が 、
良いか悪いかと考へ続ける」悪循環（狂気）から逃れるために、究極の不幸の場が必要だったのである。この「考へない」というモティーフについて、さらに同時代の横光の発言を検証しなが 見ていこう。
六
「考へない」ための易学――「馬車」の破綻
横光は昭和六年五月一一日消印の藤澤恒夫宛書簡のなかで、次のよ
うに述べている。
僕は西鶴をここ三四日読んでみた。僕の読んだ範囲では、西鶴さんは何も考へない男なんだ。由来、関西人はあまり考へることを好まぬ。その考へない良さが、西鶴物である。考へないと言ふことは強い。西鶴が人 びつくりさせるのは、つまり、阿呆だからだ
（中略）ところで潤一郎氏であるが、この人も考へるのが嫌 。
ひだ。考へると滅びる だ。日本人といふのは妙な人種だ。唯物弁証法といふのは、つまり「考へない」といふことではないか。
横光の「考へない」というモティーフ
「考へない」ことの良さ、 、
強さ、阿呆さはここでは西鶴に仮託されている。この意味をもう一歩踏み込んで理解するために
「心理主義文学と科学
（
文学時代』昭 、
」『
・
）をも並べてみよう。
6
6
科学的文学は良いが、唯文学には文学として別に他の科学から独立した、文学のみの科学があるといふことが大切だ。殊に心理描写にいたつては、文学としての心理描写より外に、それ以上に人間の心理を描写し得るも が他の科学にはない。全くそれは文学のみの持つ一つの特権であり本質である
（中略）われわれは文 。
学のみの持つ適確な認識を以て、運命を計算して行かねばならない。／（中略）／作中展開され 運命 適確な認識のもとに、当然さうならなければなら い組立てをもつてがつちり 必然性のままに進行する。そ 真実性のある をアンドレ・ジイド 純粋文学と云つた。／純粋文学と云ふ言葉が出初めたのはその きからだから、純文 と純粋文学とは違 わけ る
（中略）文 。
学の科学主義が、他の科学である自然科学や精神科学や社会科学や歴史科学から離れて独立した厳密科 なるためには、 にかく他の科学の持ち得ない文学の特質である心理 、及び、それを使用しなければどうしやうもない人間生活の運命 計算といふことが何よりも武器である
（傍線引用者） 。
横光が目指しているのは、それぞれの登場人物の心理描写が、ある
べき必然性のなかで展開されていく
純粋文学
であり
そこでは
考 「
」
、
「
える」余地があってはならないのである
「考へない」というモティ 。
ーフは、作者が他 可能性のあいだで逡巡するような筋立てであってはならないのと同時に、テクスト内の登場人物も他の登場人物との心理の関係性が導く必然的な行動も選
び取っていかねばならないのであ
り、その意味で
「人間生活の運命の計算」が重要なのであり
「考へ 、、
ない」ということ 「唯物弁証法」 の あろう。だが、作者である
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。
。 横光自身は自意識の空転を止められない
横光はそれを自覚している
そして登場人物の心理も、作者と同様、自己言及の無限ループを止めることができない。それならば、テクスト内に「考へない」というモティーフが成立する条件をつくり出す必要がある。それが
「馬車」 、
におけ 占筮であった。
占筮を決定する最初の瞬間である五十本の竹を二つに裂くとき、吸ひ込んだ息がもうこれ以上は保たないと思つたその刹那、苦しまぎれに何事も考へず、無念無想 最後の力を腹に込めて筮竹を
、
。 （ 「
」 ） 裂くと
そこに神意が自然に現れるのだといふのである
馬車
しかし、人間同士の心理の関係性が導く必然性を決定する「考へな
い」ということの強さは、神意に触れることによって保証される「馬車」の占筮とはやはりズレている。
何をしたつて真面目に考へたら、物事といふ のは迷はざるを得なくなるにちがひないのだから、一切の運命を明鏡に映すがごとく分り得ると自信してゐる易者たちにとつては、何 分らぬ浮世のふはふはした人間など、生きてゐるものとは思へなく、亡者に見えるのも道理であると由良も思つた
（
馬車
） 。「」
考えるということが迷うということだと知っている易者の強さは、
しかし、由良には身に付かない。由良は結局、自分 ことを占うことができないからである。そして、鳥羽の占いの結果、つまり他者に先取りされた自らの運命（花江との結婚）に動揺して考えることが止め
られず、その挙げ句、何の必然性もない花江への想いに絡め取られるようにして、走り去る馬車を眺めて物語は終わる。由良が思考停止のエアポケットの中で立ち尽くす は、易者の「考へない」強さ・阿呆
、
、 さにも手が届かず
花江を追いかけようにも花江との結婚の先に待つ
夢殿村での暮らしという絶望が由良を押しとどめるからである
「も 。
うおれはどう藻掻かうと 花江から放れるこ がとうて 出来さうも
ママ
ないと強く思つた」という最後の決意とは裏腹に、結局は東京へ帰であろ 由良の姿が容易に想像できるのは、夢殿村の患者達への恐怖と花江への愛着が明らかに釣り合っていないからでもある。それは次のような表現からも明らかである。
患者達の泡のやうな身体にとり包まれて、浮き沈みしてゐる哀れな花江の顔が脳中を去来し始めると、なかなか思ふやうには由良の心は落ちついて来なかつた。その
うちに、彼は吸ひ込んだ息が
なくなつてだんだんに苦痛が激 くな 遠くに花江の顔がもう早や消えやうとした瞬間を待 てはつとかけ声かけて竹を割つた
（
馬車
） 。「」
ときどき草むらの中を歩いてゐる花江の足に、べつ りと濡れた皮膚のひつついた着物がからんで来たり、それを下駄で踏みつてとらうとする由良の足へ、その着物が今度はへばりついて来て放れなかつたりして、由良も思はず汗をかいて目を醒 た
（
馬 。「
車
） 」
もし自分が彼らよりも強く花江を愛せずにはゐられないなら、彼女のいくところまで行つて、その一番恐るべき村の中へまでもいかなければならぬにちがひはないのだ。――し し、自分は、と
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由良は考へると、とても夢殿村の中まで花江と一緒にこのままでは這入つていけさうには思へなかつた
（
馬車
） 。「」
こうした患者に対する恐怖の表現が生々しいのに対して、花江に対
、
、 する由良の愛情と空転する自意識は
必然性も表現の強度においても
強い忌避意識が具現した、半ば液状化した形で描写されてしまう患者の身体の表現に劣っている。理想的な自治が営まれた湯ノ沢地区をモデルに夢殿村を描きながら、夢殿村を不幸の村としか捉えら ない、時代が強いる限界と差別意識がここには刻印されている。
「馬車」では「考へない」というモティーフが、安易な占筮の神意
に短絡する一方で、主人公の心理においては逆に考えを加速させる要因となり、ほとんど現実 絶望へは足を踏み込んでさえいない、生温い思考停止を迎える。そして由良 視線の先には、本当の絶望のなかで生きる花江を乗せた馬車が走り去っていく。由良が視線で追うことしかできない馬車は 自分を置 走り去る運命の象徴であり、のなか との広がり行く距離であり、立ち止まるものの前からはすべてが逃げ去っていく
「考へない」というモティーフの自 、
己撞着を自ら提示する結末でもあった
横光が目指す「純粋文学」は
「純粋小説論」としてこの後さらに 、
展開していくことになる 、横光の一つ一つの実験的な小説群には、時代と切り結んだ闘将の挑戦の痕と、方法の軌跡が刻まれているということを見逃してはなら い。
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